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今週のキーワード

AI材料革新
高性能化と持続可能性を両立する新材料

41
件

記事数

10
カ国

対象国

1.4
ZT値

熱電効率

1000倍超
光変換効率

今週の全41記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 ネオジム新規結合 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ライス大がネオジムと酸素の新規結合メカニズムを「
バスケット」分子で発見、希土類化学制御に道。

#02 キラル識別レーザー 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
らせん状レーザーで分子のキラル構造を高速・高感度
に識別、医薬品開発等に革新。

#03 非相反偏光光 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
コーネル大が半導体ナノクラスターで非相反偏光光を
実証、光通信・量子技術を革新。

#04 MXeneレビュー 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
MDPIがMXeneナノ材料のレビュー発表、構造-特性相
関と機能設計、応用進展を概説。

#05 MXeneスーパーC 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
MXene含む2D材料が次世代スーパーキャパシタ電極
として有望、高出力密度・長寿命化に貢献。

#06 金属フリーMXene 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
ACSが金属フリーMXene代替としてBCNを提示、エネ
ルギー貯蔵・電極触媒に新道。

#07 超高強度Co-Al 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
パデュー大が鋼の10倍強度と柔軟性を持つコバルト-
アルミニウム合金開発、航空宇宙等に革新。

#08 相分離の弾性制御 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
膨潤エラストマーのミクロ相分離における弾性効果を
解明、軟らかい材料設計に新知見。

#09 AIでMOF光触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
AIがMOF光触媒の発見を加速、従来のベンチマークを
上回るCr・ZnベースMOFを特定。

#10 希土類フリーEV 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
インドVimag Labsが希土類不使用EVモーターで特許
取得、中国依存脱却へVMSM技術推進。

#11 AgCuTe熱電ZT1.4 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
AgCuTe熱電材料がカチオン空孔制御でZT値1.4達成
、熱電性能・安定性を大幅向上。

#12 ジョセフソンメタ 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
ジョセフソン接合アレイが調整可能なメタマテリアル
に、マイクロ波共鳴を温度・電力で制御。

#13 LG抗菌材増産 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
LGエレがベトナムで抗菌材料「LG
PuroTec™」生産能力倍増、グローバル需要に対応。

#14 IoT熱電給電 技術開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
産業用モーター廃熱からの熱電発電でIoTセンサーの
バッテリーレス化を実証、ワイヤレス伝送成功。

#15 AIでMOF光触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
AIがMOF光触媒の発見を加速、環境修復・CO2変換向
け高性能Cr/Znベース候補を特定。

#16 スピンホール低電流 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
スピンホールマイクロ発振器で超低電流駆動を実現、
次世代低消費電力情報処理に貢献。

#17 自己修復PE 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
EUプロジェクトが損傷自己報告・自己修復・ケーブル
絶縁可能なリサイクル性PEを開発。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18 潜水艦クリーンE 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
GH PowerとTKMSがカナダ潜水艦向けクリーンエネ
ルギー協力、高純度アルミナ・水素生成。

#19 バーミキュライト受注 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Volt Carbonがバーミキュライト4万トン加工を受注、
高価値炭素製品事業を拡大。

#20 グラファイト買収 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Asbury Advanced MaterialsがGraphit
Kropfmühl買収、グローバル事業を拡大。

#21 PbS熱電ZT1.2 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
モリブデン多機能ドーピングでPbS熱電材料がZT値1.
2達成、変換効率を大幅向上。

#22 Dymax PCB接着 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
DymaxがAIハードウェア向けPCB補強用9310接着剤
発表、数秒硬化で生産性向上。

#23 日本ペイント再編 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
日本ペイントHDが産業用コーティング事業を再編、
市場競争力強化と製品開発能力向上へ。

#24 Hempel防火塗料 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Hempelが150分耐火の防火コーティング発表、塗料
消費量削減で建設業界に貢献。

#25 鉛フリー圧電F 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
鉛フリーK0.5Na0.5NbO3圧電複合フィルム開発、自
己給電型ウェアラブルセンサー向け。

#26 CuspAI資金調達 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AI材料科学CuspAIが4.5億ドル調達、Nvidia等とAI
Materials Foundry始動。

#27 自己修復伸縮P 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
UCリバーサイドが透明・自己修復・50倍伸縮ポリマ
ー開発、電子機器耐久性を革新。

#28 SMAアクチュエ 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
形状記憶合金のレビューが自動車、航空宇宙、ロボッ
ト、生体医療でのアクチュエータ応用を強調。

#29 量子メタマテリアル 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
UCサンディエゴが量子メタマテリアルで光コンピュー
ティング革新、赤外光変換効率1000倍超。

#30 多機能フォト結晶 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
多機能フォトニック結晶が光制御課題克服、AR/VR、
LiDAR向け高Q共振と波面整形を両立。

#31 潜熱蓄熱フィン 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
六角形フィンで潜熱蓄熱システム効率13.25%向上、
電子部品熱管理に寄与。

#32 自己修復PUエラ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
水素結合で透明な自己修復ポリウレタンエラストマー
開発、電子皮膚・保護コーティングへ。

#33 PCM偏光子 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
新相変化材料偏光子が光通信を高速化、機械式回転子
不要で熱で光の状態を切り替え。

#34 AI超伝導体発見 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
Google DeepMindがAIと量子物理学で「存在しない
はずの」超伝導体2種発見、未来を革新。

#35 油井熱電発電 技術開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
米DOEが油井廃熱からの熱電発電セル試験に成功、低
温廃熱を電力に変換。

#36 超薄金属箔 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Auerhammer Metallwerkがセンサー向け超薄金属箔
等提供、ハイテク応用に貢献。

#37 身体熱FTEG 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
穿孔フィンと銅カプセル化ポリイミドで高性能FTEG
開発、身体熱ハーベスティング効率向上。

#38 Mg2(Si,Sn)熱電 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
日本のJ-StageがMg2(Si,Sn)熱電モジュールでZT値1.
2報告、中間温度域で高効率化。

#39 英原子炉材料 市場概観
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
英国核分裂材料ロードマップ中間報告、先進材料が次
世代原子炉の安全性・効率性の鍵。

#40 中国全固体標準 市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
中国が全固体電池の標準を施行、大手企業は半固体電
池の百トン級生産ライン構築。

#41 超高強度Co-Al 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
パデュー大が鋼の10倍強度と柔軟性を持つコバルト-
アルミニウム合金開発、航空宇宙等に革新。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 高性能材料のトレードオフを覆す技術は、自社の設計思想をどこまで変えるか？
パデュー大学が開発したコバルト-アルミニウム合金は、鋼の10倍の強度と高い柔軟性を両立し、従来の材料設計の常識
を覆します。また、UCリバーサイドの自己修復・伸縮性ポリマーは、電子機器の耐久性を根本から変える可能性を秘めて
います。これらのブレークスルーは、貴社の製品設計や材料選定の前提を大きく変えるものではないでしょうか？

❷ AIによる材料発見の加速は、R&D;戦略に「待ったなし」の変革を迫るか？
Google DeepMindがAIで「存在しないはずの」超伝導体を発見し、CuspAIが4.5億ドルの大型資金調達でAI Materials F
oundryを始動するなど、AIによる材料探索が急速に商業化段階に入っています。従来の試行錯誤型R&D;では、このスピ
ードに追いつけなくなるリスクがあります。貴社のR&D;部門は、AI導入のロードマップを明確に描けているでしょうか
？

❸ 希土類依存脱却とバッテリーレス化、日本のサプライチェーンは対応可能か？
インドVimag Labsが希土類不使用EVモーターで特許を取得し、中国は全固体電池の標準化と量産化を加速しています。
一方で、熱電発電によるIoTセンサーのバッテリーレス化も進展。日本の製造業は、希土類資源の地政学的リスクやバッ
テリーの環境負荷・メンテナンス課題に対し、代替材料やエネルギーハーベスティング技術へのシフトを急ぐ必要があり
ます。サプライチェーンの再構築と技術転換の準備は万全でしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

超高強度合金希土類フリーEV

非相反光学
自己修復材

AI材料探索

高効率熱電

中国全固体

高速PCB接着

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 超高強度合金 注意 航空宇宙・防衛材の高性能化 既存材料の陳腐化リスク

● 希土類フリーEV 注意 希土類調達リスク低減 日本の磁石産業に打撃

● 非相反光学 機会大 光通信・量子デバイス革新 基礎技術のキャッチアップ

● 自己修復材 機会大 電子機器の耐久性向上 新規材料への対応遅れ

● AI材料探索 注意 R&D;効率化、新材料創出 AI導入遅れで競争力低下
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● 高効率熱電 機会大 廃熱回収、IoT給電 材料開発競争激化

● 中国全固体 脅威大 — 日本の電池開発を加速

● 高速PCB接着 注意 AIハード生産性向上 競合製品への乗り換え
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深掘り ① ― 鋼の10倍強度と柔軟性を持つCo-Al合金
#07 | 2026/07/31 | ScienceDaily (citing Purdue University) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

パデュー大学が、通常脆いコバルト-アルミニウム金属間化合物を、高強度構造鋼の6〜10倍の降伏強度と高い柔軟性を
両立する新型合金に開発しました。このブレークスルーは、ナノスケール設計により、強度と延性の長年のトレードオ
フを克服したものです。航空宇宙、エネルギー、防衛技術におけるタービンブレードやエンジン部品の性能を劇的に向
上させる可能性を秘めています。

この特異な特性は、特定の組成比と熱処理により、材料内に均一なナノサイズの結晶粒と特定の界面構造を形成するこ
とで達成されました。これにより、応力下での転位運動を抑制しつつ、亀裂の伝播を遅らせるメカニズムが導入されて
います。同様の成果は#41でも報告されており、この技術の重要性が強調されています。

▶ 材料工学アナリスト

【機会】この合金は、日本の重工業、航空宇宙、自動車産業における軽量・高強度化のニーズに合致し
、部品の長寿命化や性能向上に大きく貢献する可能性があります。特に、極限環境下での使用が求めら
れる部品への応用は、新たな市場を創出するでしょう。しかし、【脅威】として、この種の材料開発は
高度なナノスケール制御技術を要し、日本企業が追随するには大規模な研究投資と技術者の育成が不可
欠です。提示された「鋼の10倍」という数値は非常にインパクトがありますが、実用化には製造プロセ
スのスケールアップ、コスト効率、長期信頼性の検証が必須です。特に、コバルトの供給安定性も考慮
すべき課題です。日本の材料メーカーは、この技術の基礎研究動向を注視し、早期に共同研究やライセ
ンス取得の可能性を探るべきです。R&D;部門は、既存の合金設計思想を見直し、ナノ構造制御技術への
投資を加速させるべきです。

深掘り ② ― 希土類不使用EVモーター、中国依存脱却へ
#10 | 2026/07/23 | newmobility.news, motorindia | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

インドのスタートアップVimag Labsが、希土類元素を一切使用しない「バーチャルマグネット同期モーター」（VMS
M）技術で5つ目の特許を取得しました。この技術は、従来の永久磁石をソフトウェア定義の磁場に置き換えることで、
希土類材料なしで同等以上の性能を実現すると主張しています。現在、二輪車および乗用車メーカーとパイロットプロ
ジェクトを実施しており、EVモーター部品における中国への希土類依存を打破する戦略を強化しています。

VMSMは、ソフトウェア制御によりモーターの運転条件に応じて磁場を動的に最適化できるため、高い柔軟性と適応性
を提供します。同社は、トルク密度、出力、効率において希土類永久磁石モーターに匹敵するか、上回る性能を達成で
きるとしています。これは、地政学的リスクを伴う希土類資源の供給問題に対する、極めて有望な解決策となり得ます
。

▶ EV材料アナリスト

【脅威】日本のEVモーター産業は、高性能永久磁石に不可欠な希土類資源の多くを中国に依存しており
、このVMSM技術が普及すれば、日本のサプライチェーンに大きな影響を与える可能性があります。特
に、磁石メーカーやモーターメーカーは、従来のビジネスモデルの転換を迫られるでしょう。提示され
た「同等以上の性能」という主張は、実証データや量産時のコスト、信頼性で評価する必要があります
が、ソフトウェア定義というアプローチは、日本の強みである精密制御技術と融合できる【機会】も秘
めています。日本の自動車OEMやモーターメーカーは、Vimag Labsのような新興企業の技術動向を即
座に調査し、共同開発や技術提携の可能性を検討すべきです。R&D;部門は、希土類フリーモーター技術
の研究開発を最優先事項とし、ソフトウェア制御技術の強化を図る必要があります。
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深掘り ③ ― 半導体ナノクラスターで非相反偏光光を実証
#03 | 2026/07/29 | Cornell University (citing Nature Materials) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

コーネル大学の研究者らが、複雑なメタマテリアルや強力な磁場を用いることなく、シンプルな半導体ナノクラスター
で非相反な線形偏光光の振る舞いを初めて実証しました。この技術は、光が進行方向によって異なる偏光特性を示すこ
とを意味し、キラル-線形光学干渉という新規メカニズムを利用しています。光通信、光学センシング、量子情報処理な
ど、広範な光学デバイスの設計に革命をもたらす可能性があります。

このブレークスルーの最大の利点は、従来の非相反光学デバイスに必要とされた複雑な多層構造や巨大な外部磁石が不
要である点です。シンプルな材料構成で非相反性を実現することで、デバイスの小型化、製造コストの削減、および新
たな機能統合の可能性が開かれます。Nature Materials誌に発表されたこの研究は、光ダイオードや光アイソレータな
ど、次世代の光電子デバイスの設計に大きな影響を与えるでしょう。

▶ 光通信・フォトニクスアナリスト

【機会】この技術は、日本の得意とする光通信、半導体、光学デバイス産業にとって大きな機会です。
特に、光アイソレータや光スイッチの小型化・高効率化は、データセンターや5G/6G通信の性能向上に
直結します。磁場不要な特性は、マイクロエレクトロニクスとの統合を容易にし、新たな集積光学回路
の実現にも寄与するでしょう。【脅威】としては、この基礎研究段階の技術をいかに早く実用化に繋げ
られるかが課題です。日本企業は、この新規メカニズムの理解を深め、半導体プロセス技術と融合させ
るためのR&D;を加速する必要があります。特に、ナノクラスターの精密合成技術や、キラル構造の制御
技術は、日本の材料メーカーにとって重要な研究テーマとなるでしょう。大学や研究機関との連携を強
化し、早期にプロトタイプ開発に着手すべきです。

その他の注目記事
ACSがBCNを金属フリーMXeneの有望な代替として提示：エネルギー貯蔵・電極触媒に新たな道 (Accounts of Materials Research - ACS Publications)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

金属フリーの2D材料BCNがMXeneの代替として有望視され、エネルギー貯蔵や電極触媒分野での応用が期待される。
持続可能性とコスト面で優位性を持つ可能性があり、日本の材料メーカーは注目すべき。

IoTセンサーのバッテリーレス化を実証：産業用モーターからの熱電発電でワイヤレス伝送41回に成功 (Silicon LogiX)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

産業用モーターの廃熱を利用した熱電発電でIoTセンサーのバッテリーレス化を実証。メンテナンスコスト削減と持続
可能性向上に貢献し、日本の製造業におけるIIoT導入を加速させる可能性が高い。

スピンホールマイクロ発振器で超低電流駆動を実現：ゼロに近い実効磁化を工学的に設計 (arXiv (Max Planck Institute for Microstructure Physics))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

スピンホールマイクロ発振器の超低電流駆動が実現され、次世代の低消費電力コンピューティングやデータストレージ
技術に貢献。日本の半導体・エレクトロニクス企業は、スピントロニクス技術への投資を検討すべき。

自己給電型ウェアラブルセンサー向け：K0.5Na0.5NbO3鉛フリー圧電複合フィルムを開発 (ResearchGate (Journal of Materials Science: Materials in
Electronics))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

鉛フリーの圧電複合フィルムが開発され、自己給電型ウェアラブルセンサーや医療用センサーへの応用が期待される。
環境規制とバッテリー寿命の課題を解決し、日本の電子部品・医療機器メーカーにとって重要。

新相変化材料偏光子が光通信を高速化：機械式回転子を不要にし熱で光の状態を切り替え (Reddit (r/science, Light: Advanced Manufacturing journal))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

相変化材料を用いた偏光子が光通信の高速化と小型化を実現。機械式部品が不要となり、データセンターや光ファイバ
ーネットワークの性能向上に寄与。日本の光通信関連企業は注目すべき技術。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;部門】パデュー大学のCo-Al合金（#07）に関する詳細論文を入手し、強度と柔軟性の両立メカニズム
を分析。自社製品への応用可能性を検討開始。

• 【調達部門】インドVimag Labs（#10）の希土類不使用EVモーター技術について情報収集。希土類磁石の代替
サプライヤーとしての評価を開始。

• 【経営企画】AIによる材料探索（#26, #09, #15,
#34）の動向を経営層に報告。R&D;戦略におけるAI導入の緊急性を議論する会議を設定。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】コーネル大学の非相反偏光光技術（#03）について、日本の光通信・半導体関連企業との共同研
究の可能性を検討。ナノクラスター合成技術の専門家を招き、社内勉強会を実施。

• 【EV設計部門】Vimag LabsのVMSM技術（#10）の性能データ（トルク密度、効率、コスト）を詳細に評価し
、既存の希土類磁石モーターとの比較分析レポートを作成。

• 【材料開発部門】自己修復材料（#27, #32）の最新動向を調査し、フレキシブルエレクトロニクス、保護コー
ティング、ロボット表皮への応用可能性を評価。自社ポリマー技術との融合を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;部門】AIを活用した材料設計プラットフォームの導入計画を策定。社内データ基盤の整備とAI人材の育
成を推進し、材料探索の効率化を目指す。

• 【半導体PKG部門】DymaxのPCB補強用接着剤（#22）のような高速硬化型材料の導入を検討。AIハードウェ
アの高密度実装における生産性向上と信頼性確保のロードマップを更新。

• 【電池材料部門】中国の全固体電池標準化（#40）の動向を注視し、日本の全固体電池開発戦略に与える影響を
分析。国際標準化活動への積極的な参加を検討。

• 【エネルギー部門】高効率熱電材料（#11, #21, #38）の研究開発を強化。産業廃熱回収やIoTセンサーへの
自己給電応用を見据え、実証プロジェクトの立ち上げを検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 ライス大学、希土類ネオジムと酸素の新規相互作用メカニズムを発見 - 「バスケット」分子構造
で精密制御

#02 らせん状レーザービームで分子のキラル構造を高速・高感度に識別する新手法を開発

#03 コーネル大学、半導体ナノクラスターで非相反線形偏光光を実証 - 複雑なメタマテリアル不要で
光学デバイスを革新

#04 MDPIがMXeneナノ材料の最新レビューを発表：構造-特性相関、機能設計、および新興技術にお
ける進展

#05 2次元材料、特にMXeneが次世代高性能スーパーキャパシタの電極材料として注目される

#06 ACSがBCNを金属フリーMXeneの有望な代替として提示：エネルギー貯蔵・電極触媒に新たな道

#07 パデュー大学が鋼の10倍の強度と高い柔軟性を両立する新型コバルト-アルミニウム合金を開発

#08 弾性効果が複合システムのミクロ相分離を制御：膨潤エラストマーにおける座標・運動量分布の
新知見

#09 AIが金属有機構造体（MOF）光触媒の発見を加速：従来のベンチマークを上回る新規Cr・Znベ
ースMOFを特定

#10 インドVimag Labsが希土類不使用EVモーターで5番目の特許を取得、中国依存脱却へ
「VMSM」技術を推進

#11 AgCuTe熱電材料、カチオン空孔制御でZT値1.4を達成し熱電性能・安定性を大幅向上

#12 ジョセフソン接合アレイが調整可能なメタマテリアルとして機能：マイクロ波共鳴を温度・電力
で制御

#13 LGエレクトロニクス、ベトナム新工場で抗菌材料「LG PuroTec™」の年間生産能力6,500トンに
倍増

#14 IoTセンサーのバッテリーレス化を実証：産業用モーターからの熱電発電でワイヤレス伝送41回
に成功

#15 MOF光触媒のAI駆動型発見を加速：環境修復・CO2変換向け高性能Cr/Znベース候補を特定

#16 スピンホールマイクロ発振器で超低電流駆動を実現：ゼロに近い実効磁化を工学的に設計

#17 EUプロジェクト「VIT」が損傷自己報告・自己修復・ケーブル絶縁が可能なリサイクル性ポリエ
チレン開発

#18 GH PowerとTKMS、カナダ哨戒潜水艦向けクリーンエネルギー協力を拡大：高純度アルミナと
水素を生成

#19 Volt Carbon Technologies、Northern Ore Resourcesからバーミキュライト40,000トン加工の

初の購入注文を獲得



#20 Asbury Advanced MaterialsがドイツのGraphit Kropfmühl GmbH買収を完了、グローバル事
業を拡大

#21 モリブデン多機能ドーピングがPbS熱電材料のZT値1.2を実現、変換効率を大幅向上

#22 Dymax、高度なAIハードウェア向けPCB補強用9310接着剤を発表：数秒で硬化、生産性向上に
貢献

#23 日本ペイントHDが産業用コーティング事業再編を発表：市場競争力強化と製品開発能力向上へ

#24 Hempel、塗料消費量を最大150分耐火の防火コーティング「Hempafire Optima 515」で削減

#25 自己給電型ウェアラブルセンサー向け：K0.5Na0.5NbO3鉛フリー圧電複合フィルムを開発

#26 AI材料科学スタートアップCuspAIが4億5000万ドルを調達：Nvidia、Meta、Hyundaiなどと提
携しAI Materials Foundry始動

#27 UCリバーサイドが透明・自己修復・伸縮性に優れたポリマー材料を開発：電子機器の耐久性を革
新

#28 形状記憶合金のレビューが自動車、航空宇宙、ロボット、生体医療分野でのアクチュエータ応用
を強調

#29 UCサンディエゴが量子メタマテリアルで光コンピューティングを革新：赤外光変換効率1000倍
超を達成

#30 多機能フォトニック結晶が光制御の長年の課題を克服：AR/VR、LiDAR向け高Q共振と波面整形
を両立

#31 革新的な六角形フィンで潜熱蓄熱システム効率13.25%向上：電子部品の熱管理に寄与

#32 水素結合相互作用に基づく透明な自己修復ポリウレタンエラストマー開発：電子皮膚・保護コー
ティングへ応用

#33 新相変化材料偏光子が光通信を高速化：機械式回転子を不要にし熱で光の状態を切り替え

#34 Google DeepMind、AIと量子物理学で「存在しないはずの」超伝導体を2種発見：エネルギー・
コンピューティングを革新へ

#35 米エネルギー省Geothermixプロジェクト、油井廃熱からの熱電発電セル試験に成功：低温廃熱
を電力に変換

#36 Auerhammer Metallwerk、センサー技術向け超薄金属箔など高度に専門化された材料ソリュー
ション提供

#37 身体熱ハーベスティング向け高性能フレキシブル熱電発電機開発：穿孔フィンと銅カプセル化ポ
リイミドで乱流を強化

#38 日本のJ-StageがMg2(Si,Sn)熱電発電モジュールでZT値1.2を報告：中間温度域で高効率化

#39 英国、核分裂材料ロードマップ中間報告書で先進材料が次世代原子炉の安全性・効率性・弾力性
の鍵と明示



#40 中国、GB/T 43568-2026標準施行で全固体電池の化学的定義を明確化、大手企業は半固体電池
の百トン級生産ラインを構築

#41 パデュー大学、高強度鋼の最大10倍の強度と高い柔軟性を持つコバルト-アルミニウム合金を開

発



#01 ライス大学、希土類ネオジムと酸素の新規相互作用メ
カニズムを発見 - 「バスケット」分子構造で精密制御

概要

ライス大学の化学者たちは、希土類金属であるネオジムと酸素を相互作用させる革新
的な手法を発見しました。彼らは「バスケット」と呼ばれる特殊な分子構造を設計
し、原子を精密に配置することで、ネオジムと酸素の新たな結合を形成させることに

成功しました。このブレークスルーは、これまで困難とされてきた希土類元素の化学
的挙動を制御する可能性を広げ、触媒や先端材料開発に新たな道を開くものです。

公開日 2026年07月29日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

ライス大学の研究チームは、希土類元素の一つであるネオジムと酸素の間に、これまで
にない相互作用を誘発する新しい化学的アプローチを確立しました。彼らは、「バスケ
ット」と名付けられた独自の分子構造を設計し、この構造内でネオジム原子を囲むよう
に配置することで、酸素との間の結合形成を精密に制御することに成功しました。この
発見は、希土類化学の基本理解を深めるとともに、その応用可能性を大きく広げるもの
です。

技術・臨床詳細

「バスケット」分子構造: 研究チームは、ネオジム原子を閉じ込めるための、ケージ
状の有機分子構造を合成しました。この「バスケット」は、ネオジム原子の周囲の電
子環境を微調整し、通常では難しい酸素との特定の反応経路を可能にします。

新規結合形成メカニズム: この分子設計により、ネオジムと酸素が予測可能な方法で
相互作用し、安定した錯体を形成できることが示されました。これは、希土類元素が
通常示す結合様式とは異なり、その反応性を外部から制御する新たな手段を提供しま
す。

精密な原子配置: 「バスケット」構造が、ネオジム原子の立体配置と電子密度を正確
に制御することで、これまで困難であった選択的な化学反応の実現に貢献していま
す。

背景・業界文脈

希土類元素は、永久磁石、触媒、発光材料など、現代のハイテク産業に不可欠な戦略的
材料ですが、その化学的特性は複雑で、特定の反応を制御することが難しいとされてい
ます。特にネオジムは、強力な永久磁石であるネオジム磁石の主要成分であり、EVモー
ターや風力発電機などに広く利用されています。しかし、その供給は地政学的リスクを
伴うため、代替技術やより効率的な利用法の開発が求められています。今回の研究は、
希土類元素の新たな化学的探求を通じて、その利用効率の向上や、全く新しい機能性材
料の開発につながる可能性を秘めています。



今後の展望

この新規相互作用メカニズムの発見は、希土類元素を用いた触媒の設計、磁性材料の最
適化、または発光材料の効率向上に道を拓く可能性があります。将来的には、より少な
い希土類資源で同等以上の性能を持つ材料を開発したり、既存の希土類材料の機能を拡
張したりする研究へと発展することが期待されます。これにより、希土類材料の供給リ
スク低減と持続可能な利用に貢献し、関連産業に大きな影響を与える可能性がありま
す。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260729051524.htm

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260729051524.htm


#02 らせん状レーザービームで分子のキラル構造を高速・
高感度に識別する新手法を開発

概要

科学者たちは、分子の左右の立体構造（キラリティ）を区別する、ねじれた（らせん
状の）レーザービームを用いた新しい分子識別技術を開発しました。この技術は、生
成される分子フラグメントの特性を通じて分子を識別することを可能にし、既存の方

法と比較して、より速く、よりシンプルで、かつ高感度な分析アプローチを提供しま
す。この画期的な進歩は、医薬品開発、材料科学、生物学的研究など、精密な分子分
析が不可欠な多様な分野に大きな影響をもたらす可能性があります。

公開日 2026年07月28日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、分子のキラリティ（左右非対称性）を特異的に識別できる、革新的な
「ねじれた（らせん状）レーザービーム」技術を開発しました。この新手法は、右巻き
と左巻きの分子とで異なる相互作用を引き起こすレーザー光を利用し、分子が分解され
る際に生成されるフラグメントの特性から、その立体構造をかつてない速度と感度で特
定することを可能にします。これにより、分子分析の精度と効率が飛躍的に向上し、多
くの科学技術分野に貢献することが期待されます。

技術・臨床詳細

ねじれたレーザービームの原理: 開発されたレーザービームは、光の軌道角運動量
（OAM）を利用して、らせん状の波面を持つ光を作り出します。この特殊な光は、
対象分子のキラルな構造と特定の相互作用をするため、分子が吸収・散乱・分解され
るパターンに、そのキラリティを反映させることができます。

フラグメントに基づく識別: 分子がねじれたレーザービームによって分解されると、
生成されるフラグメントは元の分子のキラリティに応じた特定のエネルギー分布や運
動量分布を持ちます。このフラグメントを高速かつ高感度で検出・分析することで、
元の分子の立体構造を迅速に識別します。従来は複雑な分光法やクロマトグラフィー
を要しましたが、この新技術はより直接的かつ簡便な分析経路を提供します。

高感度・高速分析: 従来のキラル識別法と比較して、この手法は分析時間を大幅に短
縮し、微量サンプルからの検出感度を向上させます。これにより、複雑な混合物中の
特定のキラル分子を、より効率的に検出・定量することが可能となります。

背景・業界文脈

分子のキラリティは、医薬品の有効性や副作用、香料の匂い、農薬の毒性、そして生体
分子の機能に深く関わる重要な特性です。例えば、薬物の有効成分には特定のキラリテ
ィを持つ異性体のみが効果的である場合が多く、誤ったキラリティの異性体は無効であ
ったり、有害な副作用を引き起こしたりする可能性があります。そのため、医薬品開
発、品質管理、食品科学、環境分析など、幅広い分野でキラル分子を正確に識別する技
術が強く求められています。現在のキラル分析法は高価で時間がかかり、サンプル量も
多く必要となることが多いのが現状です。



今後の展望

このねじれたレーザービームを用いた分子識別技術は、医薬品のハイスループットスク
リーニング、精密医療におけるバイオマーカーの検出、新材料の品質管理、さらには宇
宙生物学における生命の起源の研究など、多岐にわたる応用が期待されます。特に、そ
の速度と感度の高さから、現場での迅速な分析（point-of-care diagnostics）や、リアル
タイムでのプロセス監視への応用が進むと見られます。この技術は、キラル科学研究の
フロンティアを拡大し、社会の様々な課題解決に貢献する可能性を秘めています。

元記事: #
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